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２０２3 年 6 月 2 日 

 
 

 

 

東京大学と画像認識 AI を活用した 

こども向けワークショップを共同開発、2023 年 7 月に仙台で初開催 

～ＳＣＳＫグループの次世代育成活動「ＣＡＭＰ」～ 
 

 

ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役 執行役員 社長：當麻 隆昭、以下 ＳＣＳＫ）は、次世代育成活

動として未来を担うこどもたちを対象としたワークショップ「ＣＡＭＰ（キャンプ：Children's Art Museum ＆ 

Park）」を開催しています。 

このたび新たに画像認識 AI を活用したワークショップを東京大学大学院情報学環 山内研究室と共同開発し、

2023 年 7 月 2 日に、せんだいメディアテーク（宮城県仙台市青葉区）で初開催します。 

   

<2023 年 5 月 21 日 テスト開催時の様子とワークショップイメージ> 

 

１．取り組みの背景 

ＣＡＭＰは、ワークショップでの創作体験や共同作業、作品の発表を通じて、こどもたちが楽しみながら自分に

合った表現を見つけ、コミュニケーションの輪を広げていく活動です。 

今回開催する画像認識 AI を活用した「ＣＡＭＰ ひらけ！ＡＩのとびらワークショップ」は、ＣＡＭＰ20 周年の節目

にＳＣＳＫグループ内で行った「ワークショップアイディアコンテスト」で優秀賞に選ばれた SCSK Minori ソリュー

ションズ株式会社仙台事業所の社員を中心に、ＣＡＭＰの共同開発先である、東京大学大学院情報学環 山内祐平

研究室のご協力のもと、開発しました。 

２．ワークショップ開発のポイント 

画像認識 AI を活用してゲームをつくり、体験することで、IT に興味をもち、話題の AI を身近に感じてもらいた

い、という思いを込めています。こどもたちはワークショップを通じて、AI には誤作動の可能性があることや、正

しい情報をあたえることが重要であることを学びます。 

ワークショップ開発のポイントは大きく以下の 3 点です。 

① 最先端のツールや技術に触れながら IT の面白さを知ってほしい 

② AI が創造的なツールにもなることを楽しく体感してほしい 

③ 思い通りにいかない部分を楽しい！と感じる体験をしてほしい 
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３．ワークショップ内容  

グループワークで画像認識 AI をつかったゲームをつくり、お互いに挑戦するワークショップです。 

ワークショップのテーマは動物園。こどもたちは動物園のシステムエンジニアになりきって、グループで協力し

ながら画像認識 AI に、工作した動物たちの情報を登録していきます。 

すると、動物たちを管理している「AI システム」が誤作動し、ハプニングが発生！ 

ライオンはエサが配布されず空腹、ゾウはプールの水があふれて溺れる寸前、ペンギンは空調が止まってグッ

タリしてしまいました。「AI システム」を元に戻すためには、動物たちの正しい情報とパスワードが必要です。 

こどもエンジニアたちは、動物たちの正しい情報を登録するゲームに挑戦してパスワードを入手しなければな

りません。 

みんなで協力して、動物たちを助けることができるかな？ 

４．「ＣＡＭＰ ひらけ！ＡＩのとびらワークショップ」開催概要  

日時 2023 年 7 月 2 日（日） 13 時 00 分～17 時 00 分 

対象 小学 3 年生から小学 6 年生 

定員 18 名 

会場 せんだいメディアテーク（宮城県仙台市青葉区春日町 2-1） 

後援 仙台市教育委員会 

申込 https://www.camp-k.com/kodomo/230702 

締切 2023 年 6 月 22 日（木） 

 

「ＣＡＭＰ」とは 

SCSK グループは、人間性の尊重と社会における人材の育成を企業の社会的責

任ととらえ、次代を担うこどもたちの育成においても積極的にその責任を果たし

ていくため、グループをあげてＣＡＭＰの活動に取り組んでいます。 

創作体験や共同作業、作品の発表を通じて、こどもたちが楽しみながら自分に合った表現方法を見つけ、コミュ

ニケーションの輪をひろげていく、それがＣＡＭＰのワークショップです。 

ＣＡＭＰワークショップでは、作品を完成させることやきれいに仕上げるといった結果よりも、ワークショップでこ

どもたちが体験するプロセス「考える」「つくる」「つながる」「発表する」「ふりかえる」 を大切にしています。そし

て、そのプロセスにおいて、こどもたちが主体的に楽しんで活動できることがなによりも大切だと考えています。 

◆ＣＡＭＰホームページ：https://www.camp-k.com/ 

 

本件に関するお問い合わせ先 

【ＣＡＭＰに関するお問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

サステナビリティ推進・広報本部  

サステナビリティ推進部 ＣＡＭＰ 

TEL：03-6772-9020 

E-mail： contact@camp-k.com 

【報道関係お問い合わせ先】 

ＳＣＳＫ株式会社 

サステナビリティ推進・広報本部  

広報部 土岐 

TEL：03-5166-1150 

 

※ 掲載されている製品名、会社名、サービス名はすべて各社の商標または登録商標です。 
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